
(57)【要約】

【課題】安定した書込み動作を保証しながら、黒輝度の

上昇を抑え、かつ、書込み期間を短縮したプラズマディ

スプレイパネルの駆動方法を提供することを目的とする

。

【解決手段】１フィールド期間は、初期化期間、書込み

期間および維持期間を有する複数のサブフィールドから

構成され、サブフィールドのそれぞれの初期化期間には

、全セル初期化動作または選択初期化動作を行わせ、選

択初期化動作を行うサブフィールドの書込み放電を発生

させるための時間を、その直前のサブフィールドの維持

期間の輝度重みが小さいときは長く、その直前のサブフ

ィールドの維持期間の輝度重みが大きいときは短く設定

する。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極 と デ ー タ 電 極 と の 交 差 部 に 放 電 セ ル を 形 成 し て な る プ ラ ズ マ デ ィ
ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
１ フ ィ ー ル ド 期 間 は 、 前 記 放 電 セ ル に 初 期 化 放 電 を 発 生 さ せ る 初 期 化 期 間 、 前 記 放 電 セ ル
に 書 込 み 放 電 を 発 生 さ せ る 書 込 み 期 間 お よ び 前 記 放 電 セ ル に 所 定 の 輝 度 重 み で 発 光 さ せ る
た め の 維 持 放 電 を 発 生 さ せ る 維 持 期 間 を 有 す る 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ 、
前 記 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に は 、 画 像 表 示 を 行 う す べ て の 放 電 セ ル に 対 し て
初 期 化 放 電 を 発 生 さ せ る 全 セ ル 初 期 化 動 作 を 行 わ せ る か 、 ま た は 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド に
お い て 維 持 放 電 を 発 生 し た 放 電 セ ル に 対 し て 選 択 的 に 初 期 化 放 電 を 発 生 さ せ る 選 択 初 期 化
動 作 を 行 わ せ 、
前 記 選 択 初 期 化 動 作 を 行 う サ ブ フ ィ ー ル ド の 書 込 み 放 電 を 発 生 さ せ る た め の 時 間 を 、 そ の
直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 小 さ い と き は 長 く 、 そ の 直 前 の サ ブ フ ィ ー
ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 大 き い と き は 短 く 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ デ ィ ス
プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
１ フ ィ ー ル ド を 構 成 す る 先 頭 の サ ブ フ ィ ー ル ド は 、 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 最 も 小 さ い サ ブ
フ ィ ー ル ド で あ り 、 つ づ く サ ブ フ ィ ー ル ド は 、 そ れ ぞ れ の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 直 前 の サ
ブ フ ィ ー ル ド の 輝 度 重 み よ り 大 き い か ま た は 等 し い サ ブ フ ィ ー ル ド で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル （ 以 下 、 「 パ ネ ル 」 と 略 記 す る ） と し て 代 表 的 な 交 流 面 放
電 型 パ ネ ル は 、 対 向 配 置 さ れ た 前 面 板 と 背 面 板 と の 間 に 多 数 の 放 電 セ ル が 形 成 さ れ て い る
。 前 面 板 は 、 １ 対 の 走 査 電 極 と 維 持 電 極 と か ら な る 表 示 電 極 が 前 面 ガ ラ ス 基 板 上 に 互 い に
平 行 に 複 数 対 形 成 さ れ 、 そ れ ら 表 示 電 極 を 覆 う よ う に 誘 電 体 層 お よ び 保 護 層 が 形 成 さ れ て
い る 。 背 面 板 は 、 背 面 ガ ラ ス 基 板 上 に 複 数 の 平 行 な デ ー タ 電 極 と 、 そ れ ら を 覆 う よ う に 誘
電 体 層 と 、 さ ら に そ の 上 に デ ー タ 電 極 と 平 行 に 複 数 の 隔 壁 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 誘 電 体 層
の 表 面 と 隔 壁 の 側 面 と に 蛍 光 体 層 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 表 示 電 極 と デ ー タ 電 極 と が
立 体 交 差 す る よ う に 前 面 板 と 背 面 板 と が 対 向 配 置 さ れ て 密 封 さ れ 、 内 部 の 放 電 空 間 に は 放
電 ガ ス が 封 入 さ れ て い る 。 こ こ で 表 示 電 極 と デ ー タ 電 極 と が 対 向 す る 部 分 に 放 電 セ ル が 形
成 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 の パ ネ ル に お い て 、 各 放 電 セ ル 内 で ガ ス 放 電 に よ り 紫 外 線 を 発
生 さ せ 、 こ の 紫 外 線 で Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 の 蛍 光 体 を 励 起 発 光 さ せ て カ ラ ー 表 示 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 パ ネ ル を 駆 動 す る 方 法 と し て は サ ブ フ ィ ー ル ド 法 、 す な わ ち 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 を 複 数
の サ ブ フ ィ ー ル ド に 分 割 し た 上 で 、 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合 わ せ に よ っ て 階 調
表 示 を 行 う 方 法 が 一 般 的 で あ る 。 ま た 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 法 の 中 で も 、 階 調 表 示 に 関 係 し な
い 発 光 を 極 力 減 ら し て 黒 輝 度 の 上 昇 を 抑 え 、 コ ン ト ラ ス ト 比 を 向 上 し た 新 規 な 駆 動 方 法 が
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 に サ ブ フ ィ ー ル ド 法 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 各 サ ブ フ ィ ー ル ド は そ れ ぞ れ 初 期 化
期 間 、 書 込 み 期 間 お よ び 維 持 期 間 を 有 す る 。 ま た 、 初 期 化 期 間 は 、 画 像 表 示 を 行 う す べ て
の 放 電 セ ル に 対 し て 初 期 化 放 電 を 行 わ せ る 全 セ ル 初 期 化 動 作 、 ま た は 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル
ド に お い て 維 持 放 電 を 行 っ た 放 電 セ ル に 対 し て 選 択 的 に 初 期 化 放 電 を 行 わ せ る 選 択 初 期 化
動 作 の い ず れ か の 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 ま ず 、 全 セ ル 初 期 化 期 間 で は 、 す べ て の 放 電 セ ル で 一 斉 に 初 期 化 放 電 を 行 い 、 そ れ 以 前
の 個 々 の 放 電 セ ル に 対 す る 壁 電 荷 の 履 歴 を 消 す と と も に 、 つ づ く 書 込 み 動 作 の た め に 必 要
な 壁 電 荷 を 形 成 す る 。 加 え て 、 放 電 遅 れ を 小 さ く し 書 込 み 放 電 を 安 定 し て 発 生 さ せ る た め
の プ ラ イ ミ ン グ （ 放 電 の た め の 起 爆 剤 ＝ 励 起 粒 子 ） を 発 生 さ せ る と い う 働 き を も つ 。 つ づ
く 書 込 み 期 間 で は 、 走 査 電 極 に 順 次 走 査 パ ル ス を 印 加 す る と と も に 、 デ ー タ 電 極 に は 表 示
す べ き 画 像 信 号 に 対 応 し た 書 込 み パ ル ス を 印 加 し 、 走 査 電 極 と デ ー タ 電 極 と の 間 で 選 択 的
に 書 込 み 放 電 を 起 こ し 、 選 択 的 な 壁 電 荷 形 成 を 行 う 。 そ し て 維 持 期 間 で は 、 走 査 電 極 と 維
持 電 極 と の 間 に 輝 度 重 み に 応 じ た 所 定 の 回 数 の 維 持 パ ル ス を 印 加 し 、 書 込 み 放 電 に よ る 壁
電 荷 形 成 を 行 っ た 放 電 セ ル を 選 択 的 に 放 電 さ せ 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 画 像 を 正 し く 表 示 す る た め に は 書 込 み 期 間 に お け る 選 択 的 な 書 込 み 放 電 を
確 実 に 行 う こ と が 重 要 で あ る が 、 回 路 構 成 上 の 制 約 か ら 書 込 み パ ル ス に 高 い 電 圧 が 使 え な
い こ と 、 デ ー タ 電 極 上 に 形 成 さ れ た 蛍 光 体 層 が 放 電 を 起 こ り 難 く し て い る こ と 等 、 書 込 み
放 電 に 関 し て は 放 電 遅 れ を 大 き く す る 要 因 が 多 い 。 し た が っ て 、 書 込 み 放 電 を 安 定 し て 発
生 さ せ る た め の プ ラ イ ミ ン グ が 非 常 に 重 要 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ２ ２ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 近 年 、 消 費 電 力 削 減 や 輝 度 向 上 の 要 求 に こ た え る た め に 、 パ ネ ル の 構 造 や パ ネ ル 材 料 等
に 対 す る 検 討 が 活 発 に な さ れ て い る 。 た と え ば 、 パ ネ ル に 封 入 さ れ て い る 放 電 ガ ス の キ セ
ノ ン 分 圧 を 増 加 さ せ る こ と に よ り パ ネ ル の 発 光 効 率 が 向 上 す る こ と が 一 般 に 知 ら れ て い る
。 し か し な が ら 上 述 の パ ネ ル お よ び そ の 駆 動 方 法 に お い て は 、 キ セ ノ ン 分 圧 を 増 加 さ せ る
と 書 込 み 放 電 が 不 安 定 に な り 、 書 込 み 期 間 に 書 込 み 不 良 を 生 じ る お そ れ が あ る 等 、 書 込 み
動 作 の 駆 動 電 圧 マ ー ジ ン が 狭 く な る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 書 込 み 放 電 を 安 定 化 さ せ る こ と に
よ っ て 、 良 好 な 品 質 で 画 像 表 示 さ せ る こ と が で き る パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、 走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極 と デ ー タ 電 極 と の 交 差 部 に 放 電
セ ル を 形 成 し て な る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間
は 、 放 電 セ ル に 初 期 化 放 電 を 発 生 さ せ る 初 期 化 期 間 、 放 電 セ ル に 書 込 み 放 電 を 発 生 さ せ る
書 込 み 期 間 お よ び 放 電 セ ル に 所 定 の 輝 度 重 み で 発 光 さ せ る た め の 維 持 放 電 を 発 生 さ せ る 維
持 期 間 を 有 す る 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ 、 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間
に は 画 像 表 示 を 行 う す べ て の 放 電 セ ル に 対 し て 初 期 化 放 電 を 発 生 さ せ る 全 セ ル 初 期 化 動 作
を 行 わ せ る か 、 ま た は 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て 維 持 放 電 を 発 生 し た 放 電 セ ル に 対 し
て 選 択 的 に 初 期 化 放 電 を 発 生 さ せ る 選 択 初 期 化 動 作 を 行 わ せ 、 選 択 初 期 化 動 作 を 行 う サ ブ
フ ィ ー ル ド の 書 込 み 放 電 を 発 生 さ せ る た め の 時 間 を 、 そ の 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期
間 の 輝 度 重 み が 小 さ い と き は 長 く 、 そ の 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 大
き い と き は 短 く 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 方 法 に よ り 、 書 込 み 放 電 を 安 定 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 良 好 な 品 質 で 画 像 表 示 さ せ
る こ と が で き る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、 １ フ ィ ー ル ド を 構 成 す る 先 頭 の サ ブ フ ィ ー ル ド は
維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 最 も 小 さ い サ ブ フ ィ ー ル ド で あ り 、 つ づ く サ ブ フ ィ ー ル ド は 、 そ れ
ぞ れ の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 輝 度 重 み よ り 大 き い か ま た は 等 し い
サ ブ フ ィ ー ル ド で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 駆 動 方 法 に よ り 、 暗 い 画 面 で 維 持 放 電 を 行 う
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サ ブ フ ィ ー ル ド 、 す な わ ち 維 持 期 間 の 輝 度 重 み の 小 さ い サ ブ フ ィ ー ル ド と 全 セ ル 初 期 化 期
間 と の 時 間 間 隔 が 短 く な り 、 暗 い 画 面 を 表 示 す る 場 合 で あ っ て も プ ラ イ ミ ン グ 不 足 に よ る
書 込 み 不 良 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 書 込 み 放 電 を 安 定 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 良 好 な 品 質 で 画 像 表 示 さ せ
る こ と が で き る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 用 い る パ ネ ル の 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 パ ネ ル １ は 、
ガ ラ ス 製 の 前 面 基 板 ２ と 背 面 基 板 ３ と を 対 向 配 置 し て 、 そ の 間 に 放 電 空 間 を 形 成 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 前 面 基 板 ２ 上 に は 表 示 電 極 を 構 成 す る 走 査 電 極 ４ と 維 持 電 極 ５ と が 互
い に 平 行 に 対 を な し て 複 数 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 走 査 電 極 ４ お よ び 維 持 電 極 ５ を 覆 う
よ う に 誘 電 体 層 ６ が 形 成 さ れ 、 誘 電 体 層 ６ 上 に は 保 護 層 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 背 面
基 板 ３ 上 に は 絶 縁 体 層 ８ で 覆 わ れ た 複 数 の デ ー タ 電 極 ９ が 付 設 さ れ 、 デ ー タ 電 極 ９ の 間 の
絶 縁 体 層 ８ 上 に デ ー タ 電 極 ９ と 平 行 し て 隔 壁 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 絶 縁 体 層 ８ の
表 面 お よ び 隔 壁 １ ０ の 側 面 に 蛍 光 体 層 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 走 査 電 極 ４ お よ び
維 持 電 極 ５ と デ ー タ 電 極 ９ と が 交 差 す る 方 向 に 前 面 基 板 ２ と 背 面 基 板 ３ と を 対 向 配 置 し て
お り 、 そ の 間 に 形 成 さ れ る 放 電 空 間 に は 、 放 電 ガ ス と し て 、 た と え ば ネ オ ン と キ セ ノ ン の
混 合 ガ ス が 封 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 用 い る パ ネ ル の 電 極 配 列 図 で あ る 。 行 方 向 に ｎ 本 の 走 査
電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ （ 図 １ の 走 査 電 極 ４ ） お よ び ｎ 本 の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ
（ 図 １ の 維 持 電 極 ５ ） が 交 互 に 配 列 さ れ 、 列 方 向 に ｍ 本 の デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ （ 図 １ の
デ ー タ 電 極 ９ ） が 配 列 さ れ て い る 。 そ し て 、 １ 対 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ｉ お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ
Ｓ ｉ （ ｉ ＝ １ ～ ｎ ） と １ つ の デ ー タ 電 極 Ｄ ｊ （ ｊ ＝ １ ～ ｍ ） と が 交 差 し た 部 分 に 放 電 セ ル
が 形 成 さ れ 、 放 電 セ ル は 放 電 空 間 内 に ｍ × ｎ 個 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 使 用 す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ
イ 装 置 の 構 成 図 で あ る 。 こ の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 パ ネ ル １ 、 デ ー タ 電 極 駆 動 回
路 １ ２ 、 走 査 電 極 駆 動 回 路 １ ３ 、 維 持 電 極 駆 動 回 路 １ ４ 、 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 １ ５ 、 Ａ Ｄ
（ ア ナ ロ グ ・ デ ジ タ ル ） 変 換 器 １ ８ 、 走 査 数 変 換 部 １ ９ 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 変 換 部 ２ ０ お よ
び 電 源 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に お い て 、 画 像 信 号 ｓ ｉ ｇ は Ａ Ｄ 変 換 器 １ ８ に 入 力 さ れ る 。 ま た 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ
お よ び 垂 直 同 期 信 号 Ｖ は タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 １ ５ 、 Ａ Ｄ 変 換 器 １ ８ 、 走 査 数 変 換 部 １ ９ 、
サ ブ フ ィ ー ル ド 変 換 部 ２ ０ に 入 力 さ れ る 。 Ａ Ｄ 変 換 器 １ ８ は 、 画 像 信 号 ｓ ｉ ｇ を デ ジ タ ル
信 号 の 画 像 デ ー タ に 変 換 し 、 そ の 画 像 デ ー タ を 走 査 数 変 換 部 １ ９ に 出 力 す る 。 走 査 数 変 換
部 １ ９ は 、 画 像 デ ー タ を パ ネ ル １ の 画 素 数 に 応 じ た 画 像 デ ー タ に 変 換 し 、 サ ブ フ ィ ー ル ド
変 換 部 ２ ０ に 出 力 す る 。 サ ブ フ ィ ー ル ド 変 換 部 ２ ０ は 、 各 画 素 の 画 像 デ ー タ を 複 数 の サ ブ
フ ィ ー ル ド に 対 応 す る 複 数 の ビ ッ ト に 分 割 し 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 毎 の 画 像 デ ー タ を デ ー タ 電
極 駆 動 回 路 １ ２ に 出 力 す る 。 デ ー タ 電 極 駆 動 回 路 １ ２ は 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 毎 の 画 像 デ ー タ
を 各 デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ に 対 応 す る 信 号 に 変 換 し 各 デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 １ ５ は 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ お よ び 垂 直 同 期 信 号 Ｖ を も と に し て タ イ ミ
ン グ 信 号 を 発 生 し 、 各 々 走 査 電 極 駆 動 回 路 １ ３ お よ び 維 持 電 極 駆 動 回 路 １ ４ に 出 力 す る 。
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走 査 電 極 駆 動 回 路 １ ３ は 、 タ イ ミ ン グ 信 号 に 基 づ い て 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ に 駆 動
波 形 を 供 給 し 、 維 持 電 極 駆 動 回 路 １ ４ は 、 タ イ ミ ン グ 信 号 に 基 づ い て 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～
Ｓ Ｕ Ｓ ｎ に 駆 動 波 形 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ ぎ に 、 パ ネ ル の 駆 動 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 １ フ ィ ー ル ド
を １ ０ の サ ブ フ ィ ー ル ド （ Ｓ Ｆ １ 、 Ｓ Ｆ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｓ Ｆ １ ０ ） に 分 割 し 、 各 サ ブ フ ィ ー
ル ド は そ れ ぞ れ （ １ 、 ２ 、 ３ 、 ６ 、 １ １ 、 １ ８ 、 ３ ０ 、 ４ ４ 、 ６ ０ 、 ８ ０ ） の 輝 度 重 み を
も つ も の と す る 。 こ の よ う に 、 後 ろ の サ ブ フ ィ ー ル ド ほ ど 輝 度 重 み が 大 き く な る よ う に 構
成 し て い る 。 す な わ ち 、 １ フ ィ ー ル ド を 構 成 す る 先 頭 の サ ブ フ ィ ー ル ド は 、 維 持 期 間 の 輝
度 重 み が 最 も 小 さ い サ ブ フ ィ ー ル ド で あ り 、 つ づ く サ ブ フ ィ ー ル ド は 、 そ れ ぞ れ の 維 持 期
間 の 輝 度 重 み が 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 輝 度 重 み よ り 大 き い サ ブ フ ィ ー ル ド で あ る 。 こ の
と き 、 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 輝 度 重 み と 等 し く 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 表 示 階 調 と 、 そ の 階 調 を 表 示 す る た め に 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合 わ せ
を 示 し た 図 で あ る 。 こ こ で 「 １ 」 で 示 し た サ ブ フ ィ ー ル ド は 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド 、
「 ０ 」 で 示 し た サ ブ フ ィ ー ル ド は 発 光 さ せ な い サ ブ フ ィ ー ル ド で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 階 調
値 が 「 ０ 」 ～ 「 ５ ０ 」 ま で 、 図 ４ （ ｂ ） は 階 調 値 が 「 ５ １ 」 ～ 「 １ ０ １ 」 ま で 、 図 ４ （ ｃ
） は 階 調 値 が 「 １ ０ ２ 」 ～ 「 １ ５ ２ 」 ま で 、 図 ４ （ ｄ ） は 階 調 値 が 「 １ ５ ３ 」 ～ 「 ２ ０ ３
」 ま で 、 図 ４ （ ｅ ） は 階 調 値 が 「 ２ ０ ４ 」 ～ 「 ２ ５ ５ 」 の 範 囲 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ に お い て 特 徴 的 な 点 は 、 発 光 サ ブ フ ィ ー ル ド の 前 に あ る 非 発 光 サ ブ フ ィ ー ル ド （ 以
下 、 「 中 間 非 発 光 サ ブ フ ィ ー ル ド 」 と 略 記 す る ） が ３ つ 以 上 連 続 し な い よ う に し て 階 調 表
示 を 行 っ て い る 点 で あ る 。 特 に 輝 度 重 み の 大 き い 第 ８ Ｓ Ｆ ～ 第 １ ０ Ｓ Ｆ に 対 し て は 中 間 非
発 光 サ ブ フ ィ ー ル ド が ２ つ 以 上 連 続 し な い よ う に し て 階 調 表 示 を 行 っ て い る 。 こ れ は 、 プ
ラ イ ミ ン グ が 不 足 し 書 込 み 放 電 が 不 安 定 と な る の を 防 ぐ た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 つ ぎ に 、 パ ネ ル を 駆 動 す る た め の 駆 動 波 形 と そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 本 発 明
の 実 施 の 形 態 １ に お け る パ ネ ル の 各 電 極 に 印 加 す る 駆 動 波 形 図 で あ り 、 図 ６ は サ ブ フ ィ ー
ル ド の 構 成 図 で あ る 。 こ こ で 、 第 １ Ｓ Ｆ の 初 期 化 動 作 は 全 セ ル 初 期 化 動 作 で あ り 、 第 ２ Ｓ
Ｆ 以 降 の 初 期 化 動 作 は 選 択 初 期 化 動 作 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 で は 、 デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ
を ０ （ Ｖ ） に 保 持 し 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ に 対 し て 放 電 開 始 電 圧 以 下 と な る 電 圧
Ｖ ｐ （ Ｖ ） か ら 、 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る 電 圧 Ｖ ｒ （ Ｖ ） に 向 か っ て 緩 や か に 上 昇 す る ラ ン
プ 電 圧 を 印 加 す る 。 す る と 、 す べ て の 放 電 セ ル に お い て １ 回 目 の 微 弱 な 初 期 化 放 電 を 起 こ
し 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ 上 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 え ら れ る と と も に 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ
１ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ 上 お よ び デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ 上 に 正 の 壁 電 圧 が 蓄 え ら れ る 。 こ こ で 、 電 極
上 の 壁 電 圧 と は 、 電 極 を 覆 う 誘 電 体 層 あ る い は 蛍 光 体 層 上 に 蓄 積 し た 壁 電 荷 に よ り 生 じ る
電 圧 を あ ら わ す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 後 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ を 正 の 電 圧 Ｖ ｈ （ Ｖ ） に 保 ち 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １
～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ に 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｖ ） か ら 電 圧 Ｖ ａ （ Ｖ ） に 向 か っ て 緩 や か に 下 降 す る ラ ン プ 電 圧
を 印 加 す る 。 す る と 、 す べ て の 放 電 セ ル に お い て ２ 回 目 の 微 弱 な 初 期 化 放 電 を 起 こ し 、 走
査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ 上 の 壁 電 圧 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ 上 の 壁 電 圧 が 弱
め ら れ 、 デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ 上 の 壁 電 圧 も 書 込 み 動 作 に 適 し た 値 に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 で は 、 す べ て の 放 電 セ ル に お い て 初 期 化 放 電 さ せ る
全 セ ル 初 期 化 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ づ く 書 込 み 期 間 で は 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ を 一 旦 Ｖ ｓ （ Ｖ ） に 保 持 す る 。 つ
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ぎ に 、 デ ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ の う ち 、 １ 行 目 に 表 示 す べ き 放 電 セ ル の デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ （ ｋ
＝ １ ～ ｍ ） に 正 の 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） を 印 加 す る と と も に 、 １ 行 目 の 走 査 電 極 Ｓ
Ｃ Ｎ １ に 負 の 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ （ Ｖ ） を 印 加 す る 。 す る と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ と デ ー タ 電
極 Ｄ ｋ と の 間 に は 書 込 み パ ル ス 電 圧 と 走 査 パ ル ス 電 圧 と が 加 算 さ れ た 電 圧 Ｖ ｗ ＋ Ｖ ｂ （ Ｖ
） が 印 加 さ れ 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る の で 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ と デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ と の 交 差 部
で 放 電 が 発 生 し 、 対 応 す る 放 電 セ ル の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ と の 間 の 放 電
に 進 展 す る 。 そ し て つ づ く 維 持 放 電 に 必 要 な 壁 電 荷 が 蓄 積 さ れ る 。 こ う し て １ 行 目 の 書 込
み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） を 印 加 し た 放 電 セ ル の 書 込 み 放 電 が 終 了 す る 。 一 方 、 書 込 み パ ル
ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） を 印 加 し な か っ た 放 電 セ ル に は 書 込 み 放 電 は 発 生 せ ず 壁 電 荷 が 蓄 積 さ れ
な い 。 こ の と き 、 ２ 行 目 以 降 の 放 電 セ ル の デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ に も 正 の 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ
（ Ｖ ） が 印 加 さ れ る が 、 対 応 す る ２ 行 目 以 降 の 走 査 電 極 に は 負 の 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ （ Ｖ
） が 印 加 さ れ な い の で 、 ２ 行 目 以 降 の 走 査 電 極 と デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ と の 間 に 印 加 さ れ る 電 圧
は 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） の み で あ り 放 電 開 始 電 圧 を 超 え な い の で 書 込 み 放 電 が 発 生
す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 つ づ い て 、 ２ 行 目 に 表 示 す べ き 放 電 セ ル の デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ に 正 の 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ
（ Ｖ ） を 印 加 す る と と も に 、 ２ 行 目 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ２ に 負 の 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ （ Ｖ ）
を 印 加 す る 。 す る と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ２ と デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ と の 間 に は 書 込 み パ ル ス 電 圧 と 走
査 パ ル ス 電 圧 と が 加 算 さ れ た 電 圧 Ｖ ｗ ＋ Ｖ ｂ （ Ｖ ） が 印 加 さ れ 放 電 開 始 電 圧 を 超 え 、 ２ 行
目 の 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） を 印 加 し た 放 電 セ ル の 書 込 み 放 電 が 発 生 す る 。 一 方 、 書
込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） を 印 加 し な か っ た 放 電 セ ル に は 書 込 み 放 電 は 発 生 せ ず 壁 電 荷 が
蓄 積 さ れ な い 。 こ の 場 合 に も 、 ３ 行 目 以 降 の 放 電 セ ル の 走 査 電 極 と デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ と の 間
に 印 加 さ れ る 電 圧 は 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ （ Ｖ ） の み で あ り 放 電 開 始 電 圧 を 超 え な い の で
書 込 み 放 電 が 発 生 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の 書 込 み 動 作 を ｎ 行 目 の 放 電 セ ル に 至 る ま で 順 次 行 い 、 書 込 み 期 間 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 つ づ く 維 持 期 間 で は 、 ま ず 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ を ０ （ Ｖ ） に 戻 し 、 走 査 電 極
Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ に 正 の 維 持 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｍ （ Ｖ ） を 印 加 す る 。 こ の と き 、 書 込 み 放 電
を 起 こ し た 放 電 セ ル 内 で は 、 維 持 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｍ （ Ｖ ） に 壁 電 荷 に よ る 電 圧 が 加 算 さ れ 放
電 開 始 電 圧 を 超 え 維 持 放 電 が 発 生 す る 。 そ し て 極 性 の 反 転 し た 壁 電 荷 が 放 電 セ ル 内 に 蓄 積
す る 。 つ づ い て 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ を ０ （ Ｖ ） に 戻 し 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ
Ｕ Ｓ ｎ に 正 の 維 持 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｍ （ Ｖ ） を 印 加 す る と 、 放 電 セ ル 内 で 維 持 放 電 が 起 こ り 、
壁 電 荷 の 極 性 が 反 転 す る 。 以 降 同 様 に 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １
～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ と に 交 互 に 維 持 パ ル ス を 印 加 す る こ と に よ り 、 書 込 み 期 間 に お い て 書 込 み 放 電
を 起 こ し た 放 電 セ ル で は 維 持 放 電 が 継 続 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 で は 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ を Ｖ ｈ （ Ｖ ） に 保 持 し 、 デ ー
タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ を ０ （ Ｖ ） に 保 持 し 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ に 電 圧 Ｖ ａ （ Ｖ ） に
向 か っ て 下 降 す る ラ ン プ 電 圧 を 印 加 す る 。 す る と 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 で 維 持 放
電 を 行 っ た 放 電 セ ル で は 、 微 弱 な 初 期 化 放 電 が 発 生 し 、 つ づ く 書 込 み 動 作 に 必 要 な 壁 電 荷
が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 書 込 み 放 電 お よ び 維 持 放 電 を 行 わ な か っ た 放
電 セ ル に つ い て は 放 電 す る こ と は な く 、 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 終 了 時 に お け る
壁 電 荷 状 態 が そ の ま ま 保 た れ る 。 こ の よ う に 、 選 択 初 期 化 サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 動 作 は
、 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 維 持 放 電 を 行 っ た 放 電 セ ル に お い て 初 期 化 放 電 さ せ る 選 択 初 期 化
動 作 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ Ｓ Ｆ の 書 込 み 期 間 の 動 作 は 第 １ Ｓ Ｆ の 書 込 み 期 間 の 動 作 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 第 ２
Ｓ Ｆ の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み は 第 １ Ｓ Ｆ と は 異 な る も の の 、 そ れ 以 外 は 第 １ Ｓ Ｆ の 書 込 み 期
間 の 動 作 と 同 様 で あ る 。 第 ３ Ｓ Ｆ 以 降 の 動 作 に つ い て も 維 持 期 間 の 輝 度 重 み は 異 な る も の
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の 、 そ れ 以 外 は 第 ２ Ｓ Ｆ の 動 作 と 同 様 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の 動 作 の 書 込 み 期 間 に お い て 、 後 で 書 込 む 放 電 セ ル は 先 に 書 込 む 放 電 セ ル に 比 べ て
書 込 み 難 く な る 、 あ る い は 書 込 み が 不 安 定 に な る 傾 向 が あ る 。 そ し て こ の 傾 向 は 、 パ ネ ル
に 封 入 さ れ る 放 電 ガ ス の キ セ ノ ン 分 圧 を 増 加 さ せ る こ と に よ り 顕 著 に な る こ と が 明 ら か と
な っ た 。 ま た こ の 傾 向 は 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 大 き い ほ ど 大 き く
な る こ と も 明 ら か と な っ た 。 後 で 書 込 む 放 電 セ ル の 書 込 み 放 電 が 不 安 定 に な る 原 因 に つ い
て は 明 ら か で は な い が 、 以 下 の よ う に 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 書 込 み 期 間 に お い て 確 実 な 書 込 み 制 御 を 行 う た め に は 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ｉ と デ ー タ 電 極
Ｄ ｋ と の 間 に 、 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ ま た は 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ の 一 方 を 印 加 し た だ け で
は 書 込 み 放 電 は 発 生 せ ず 、 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ と 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ と の 両 方 を 印 加 し
て 初 め て 書 込 み 放 電 を 発 生 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ こ で 、 第 １ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 に お い て デ
ー タ 電 極 Ｄ １ ～ Ｄ ｍ 上 に 書 込 み 動 作 に 適 し た 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ が 蓄 積 さ れ て い る 。 し た が
っ て 、 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ ま た は 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ の 一 方 だ け で は 書 込 み 放 電 が 発 生
し な い よ う に 、 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ と 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ と の 和 は 放 電 開 始 電 圧 よ り 低 く
、 ま た 、 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ と 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ と の 和 も 放 電 開 始 電 圧 よ り 低 く 設 定 さ れ
て い る 。 そ し て 、 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ と 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ と の 両 方 を 印 加 し た と き 書
込 み 放 電 を 発 生 さ せ る た め に 、 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ と 走 査 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｂ と 壁 電 圧 Ｖ ｗ
ａ ｌ ｌ と の 和 が 放 電 開 始 電 圧 よ り 高 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ に 書 込 み パ ル ス 電 圧 が 印 加 さ れ 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ｉ に は 走 査 電
圧 が 印 加 さ れ て い な い 放 電 セ ル に つ い て 考 え る と 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ｉ と デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ と
の 間 に は 書 込 み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ と 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ と の 和 の 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 。 書 込
み パ ル ス 電 圧 Ｖ ｗ と 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ と の 和 は 放 電 開 始 電 圧 よ り 低 く さ れ て い る も の の 、
放 電 開 始 電 圧 に 近 い 場 合 に は わ ず か な 暗 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ が 低 下
す る 可 能 性 が あ る 。 そ し て 、 暗 電 流 の 流 れ る 時 間 が 長 く 、 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ が 無 視 で き な
い 程 度 に 低 下 す る と 、 放 電 セ ル の 書 込 み 時 に 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ ｉ と デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ と の 間
に 印 加 さ れ る 電 圧 、 Ｖ ｗ ＋ Ｖ ｂ ＋ Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ が 低 下 す る た め 、 書 込 み 放 電 が 発 生 し 難 く な
る 、 あ る い は 書 込 み 放 電 が 不 安 定 に な る と 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ｎ 行 目 の 放 電 セ ル 等 、 書 込 み 期 間 の 後 半 に 書 込 み 動 作 を 行 う 放 電 セ ル で は 、 書 込 み 動 作
以 前 に デ ー タ 電 極 Ｄ ｋ に 書 込 み パ ル ス 電 圧 を 印 加 す る 時 間 が 長 く 、 多 く の 暗 電 流 が 流 れ る
可 能 性 が 高 い 。 特 に 、 輝 度 の 高 い 画 像 表 示 時 に は 暗 電 流 の 流 れ る 時 間 が 長 く な り 、 壁 電 圧
Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ が 無 視 で き な い 程 度 に 低 下 し 、 書 込 み 放 電 が 不 安 定 に な る 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 暗 電 流 と 放 電 ガ ス の キ セ ノ ン 分 圧 と の 関 係 、 あ る い は 暗 電 流 と 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の
維 持 期 間 の 輝 度 重 み と の 関 係 は 明 ら か に な っ た わ け で は な い が 、 維 持 期 間 の 輝 度 重 み と の
関 係 に つ い て は 、 た と え ば 維 持 放 電 に よ り 荷 電 粒 子 が 多 数 発 生 し そ れ ら 荷 電 粒 子 が 暗 電 流
を 増 加 さ せ て い る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ の 低 下 を 防 ぐ た め に は 、 暗 電 流 の 流 れ る 時 間 を 短 く す る こ と
が 有 効 で あ る 。 そ の た め に は 書 込 み 放 電 を 発 生 さ せ る た め の 時 間 （ 以 下 、 「 書 込 み 時 間 」
と 略 記 す る ） を 短 く す る 、 特 に 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 大 き い ほ ど
書 込 み 放 電 時 間 を 短 く す る こ と が 有 効 で あ る 。 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重
み が 大 き い 場 合 に は 維 持 放 電 に よ る プ ラ イ ミ ン グ を 期 待 す る こ と が で き る の で 、 書 込 み 時
間 を 短 く し て も 安 定 し た 書 込 み 放 電 と な り 、 し か も 書 込 み 時 間 を 短 く す る こ と に よ り 壁 電
圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ 不 足 に よ る 不 安 定 な 書 込 み 放 電 も 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 １ フ ィ ー ル ド を １ ０ の サ ブ フ ィ ー ル ド （ Ｓ Ｆ １ 、 Ｓ Ｆ ２ 、 ・
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・ ・ 、 Ｓ Ｆ １ ０ ） に 分 割 し 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 輝 度 重 み は そ れ ぞ れ （ １ 、 ２ 、 ３ 、 ６ 、
１ １ 、 １ ８ 、 ３ ０ 、 ４ ４ 、 ６ ０ 、 ８ ０ ） で あ り 、 後 ろ の サ ブ フ ィ ー ル ド ほ ど 輝 度 重 み が 大
き く な る よ う に 構 成 し て い る 。 そ し て 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の １ セ ル あ た り の 書 込 み 時 間 を
、 そ れ ぞ れ （ ２ ． ４ μ ｓ 、 ２ ． ４ μ ｓ 、 ２ ． １ μ ｓ 、 ２ ． １ μ ｓ 、 ２ ． １ μ ｓ 、 １ ． ８ μ
ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ７ μ ｓ 、 １ ． ７ μ ｓ ） と 設 定 し た 。 こ の よ う に 、 １ セ
ル あ た り の 書 込 み 時 間 を 、 そ の 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 小 さ い と き
は 長 く 、 そ の 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 大 き い と き は 短 く 設 定 す る こ
と に よ り 、 書 込 み 放 電 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き 、 良 好 な 品 質 で 画 像 表 示 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 後 ろ の サ ブ フ ィ ー ル ド ほ ど 輝 度 重 み が 大 き く な る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、
暗 い 画 面 で 維 持 放 電 を 行 う サ ブ フ ィ ー ル ド 、 す な わ ち 維 持 期 間 の 輝 度 重 み の 小 さ い サ ブ フ
ィ ー ル ド と 全 セ ル 初 期 化 期 間 と の 時 間 間 隔 が 短 く な り 、 暗 い 画 面 を 表 示 す る 場 合 で あ っ て
も プ ラ イ ミ ン グ 不 足 に よ る 書 込 み 不 良 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 使 用 す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ
イ 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 実 施 の 形 態 ２ に お け る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 、 パ ネ ル １ 、
デ ー タ 電 極 駆 動 回 路 １ ２ 、 走 査 電 極 駆 動 回 路 １ ３ 、 維 持 電 極 駆 動 回 路 １ ４ 、 タ イ ミ ン グ 発
生 回 路 １ ５ 、 Ａ Ｄ 変 換 器 １ ８ 、 走 査 数 変 換 部 １ ９ 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 変 換 部 ２ ０ を 備 え て い
る 。 実 施 の 形 態 １ と 大 き く 異 な る と こ ろ は 、 Ａ Ｐ Ｌ （ ア ベ レ ー ジ ・ ピ ク チ ャ ・ レ ベ ル ） 検
出 部 ３ ０ を 備 え て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ に お い て 、 画 像 信 号 ｓ ｉ ｇ は Ａ Ｄ 変 換 器 １ ８ に 入 力 さ れ 、 Ａ Ｐ Ｌ 検 出 部 ３ ０ は 画 像
デ ー タ の 平 均 輝 度 レ ベ ル を 検 出 す る 。 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 １ ５ は 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ お よ び
垂 直 同 期 信 号 Ｖ を も と に し て タ イ ミ ン グ 信 号 を 発 生 し 、 各 々 走 査 電 極 駆 動 回 路 １ ３ お よ び
維 持 電 極 駆 動 回 路 １ ４ に 出 力 す る 。 走 査 電 極 駆 動 回 路 １ ３ は 、 タ イ ミ ン グ 信 号 に 基 づ い て
走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ １ ～ Ｓ Ｃ Ｎ ｎ に 駆 動 波 形 を 供 給 し 、 維 持 電 極 駆 動 回 路 １ ４ は 、 タ イ ミ ン グ
信 号 に 基 づ い て 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ １ ～ Ｓ Ｕ Ｓ ｎ に 駆 動 波 形 を 供 給 す る 。 こ こ で 、 タ イ ミ ン グ
発 生 回 路 １ ５ は Ａ Ｐ Ｌ 検 出 部 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る Ａ Ｐ Ｌ に 基 づ い て １ フ ィ ー ル ド を 構 成 す
る 各 々 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 動 作 を 全 セ ル 初 期 化 か 選 択 初 期 化 の い ず れ か に 決 定 し て
、 １ フ ィ ー ル ド 内 の 全 セ ル 初 期 化 動 作 の 回 数 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 ２ の 駆 動 方 法 の サ ブ フ ィ ー ル ド 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形
態 に お い て も 、 １ フ ィ ー ル ド が １ ０ の サ ブ フ ィ ー ル ド で 構 成 さ れ て い る も の と し て 説 明 す
る が 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 数 や 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 輝 度 重 み が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 構 成 図 で
あ り 、 表 示 す べ き 画 像 信 号 の Ａ Ｐ Ｌ に 基 づ い て サ ブ フ ィ ー ル ド 構 成 を 切 替 え て い る 。 図 ８
（ ａ ） は 、 Ａ Ｐ Ｌ が ０ ～ １ ． ５ ％ の 画 像 信 号 時 に 使 用 す る 構 成 で あ り 、 第 １ Ｓ Ｆ の 初 期 化
期 間 の み 全 セ ル 初 期 化 動 作 を 行 い 、 第 ２ Ｓ Ｆ ～ 第 １ ０ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 は 選 択 初 期 化 動 作
を 行 う サ ブ フ ィ ー ル ド 構 成 で あ る 。 図 ８ （ ｂ ） は 、 Ａ Ｐ Ｌ が １ ． ５ ～ ５ ％ の 画 像 信 号 時 に
使 用 す る 構 成 で あ り 、 第 １ Ｓ Ｆ お よ び 第 ４ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 が 全 セ ル 初 期 化 期 間 、 第 ２ Ｓ
Ｆ 、 第 ３ Ｓ Ｆ と 第 ５ Ｓ Ｆ ～ 第 １ ０ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 は 選 択 初 期 化 期 間 で あ る サ ブ フ ィ ー ル
ド 構 成 と な っ て い る 。 図 ８ （ ｃ ） は 、 Ａ Ｐ Ｌ が ５ ～ １ ０ ０ ％ の 画 像 信 号 時 に 使 用 す る 構 成
で あ り 、 第 １ Ｓ Ｆ 、 第 ４ Ｓ Ｆ 、 第 ６ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 は 全 セ ル 初 期 化 期 間 、 第 ２ Ｓ Ｆ 、 第
３ Ｓ Ｆ 、 第 ５ Ｓ Ｆ 、 第 ７ Ｓ Ｆ ～ 第 １ ０ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 は 選 択 初 期 化 期 間 で あ る サ ブ フ ィ
ー ル ド 構 成 と な っ て い る 。 表 １ に 上 述 の サ ブ フ ィ ー ル ド 構 成 と Ａ Ｐ Ｌ と の 関 係 を 示 し た 。
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表 １ に は 同 時 に １ セ ル あ た り の 書 込 み 時 間 も 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 Ａ Ｐ Ｌ の 高 い 画 像 表 示 時 に お い て は 黒
表 示 領 域 が 無 い か わ ず か の 面 積 で あ る と 考 え ら れ る の で 、 全 セ ル 初 期 化 回 数 を 増 や し プ ラ
イ ミ ン グ を 増 や す こ と に よ っ て 放 電 の 安 定 化 を 図 っ て い る 。 逆 に 、 Ａ Ｐ Ｌ の 低 い 画 像 表 示
時 に お い て は 黒 の 画 像 表 示 領 域 が 広 い と 考 え ら れ る た め 全 セ ル 初 期 化 回 数 を 減 ら し 、 黒 表
示 品 質 を 向 上 し て い る 。 し た が っ て 、 輝 度 の 高 い 領 域 が あ っ て も Ａ Ｐ Ｌ が 低 け れ ば 黒 表 示
領 域 の 輝 度 が 低 く コ ン ト ラ ス ト の 高 い 画 像 表 示 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 第 １ Ｓ Ｆ の 初 期 化 期 間 の み 全 セ ル 初 期 化 動 作 を 行 う 場 合 に は 、 実 施 の 形 態 １ と
同 様 に 、 第 １ Ｓ Ｆ か ら 第 １ ０ Ｓ Ｆ ま で の １ セ ル あ た り の 書 込 み 時 間 を そ れ ぞ れ （ ２ ． ４ μ
ｓ 、 ２ ． ４ μ ｓ 、 ２ ． １ μ ｓ 、 ２ ． １ μ ｓ 、 ２ ． １ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ．
８ μ ｓ 、 １ ． ７ μ ｓ 、 １ ． ７ μ ｓ ） と 設 定 し た 。 ま た 、 第 １ Ｓ Ｆ お よ び 第 ４ Ｓ Ｆ の 初 期 化
期 間 で 全 セ ル 初 期 化 動 作 を 行 う 場 合 、 あ る い は 第 １ Ｓ Ｆ 、 第 ４ Ｓ Ｆ お よ び 第 ６ Ｓ Ｆ の 初 期
化 期 間 で 全 セ ル 初 期 化 動 作 行 う 場 合 に は 、 第 １ Ｓ Ｆ か ら 第 １ ０ Ｓ Ｆ ま で の １ セ ル あ た り の
書 込 み 時 間 を そ れ ぞ れ （ １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ
、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ８ μ ｓ 、 １ ． ７ μ ｓ 、 １ ． ７ μ ｓ ） と 設 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 実 施 の 形 態 ２ に お い て も 直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 輝 度 重 み が 大 き
い ほ ど 書 込 み 放 電 時 間 を 短 く す る こ と に よ っ て 、 壁 電 圧 Ｖ ｗ ａ ｌ ｌ 不 足 に よ る 不 安 定 な 書
込 み 放 電 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 全 セ ル 初 期 化 動 作 の 回 数 が 少 な く プ ラ イ ミ ン グ が 不 足 す る 場 合 に は 第 １ Ｓ Ｆ の
書 込 み 時 間 を 比 較 的 長 め に 設 定 し て お き 、 後 ろ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 書 込 み 時 間 を 短 く 設 定
す る 。 ま た 、 全 セ ル 初 期 化 動 作 を 行 う サ ブ フ ィ ー ル ド が ２ つ 以 上 存 在 し プ ラ イ ミ ン グ が あ
る 程 度 供 給 さ れ て い る 場 合 に は 第 １ Ｓ Ｆ の 書 込 み 時 間 を 比 較 的 短 め に 設 定 し て お き 、 後 ろ
の サ ブ フ ィ ー ル ド の 書 込 み 時 間 を さ ら に 短 く 設 定 す る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 １ フ ィ ー ル ド を １ ０ Ｓ Ｆ で 構 成 し 、 全 セ ル 初 期 化 回 数
を １ ～ ３ 回 の 範 囲 で 制 御 し 、 先 頭 に 近 い サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 を 優 先 す る 例 を 示 し た が
、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の パ ネ ル の 駆 動 方 法 に よ れ ば 、 安 定 し た 書 込 み 動 作 を 保 証 し な が ら 、 黒 輝 度 の 上
昇 を 抑 え 、 か つ 、 書 込 み 期 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な り 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
を 用 い た 画 像 表 示 装 置 等 と し て 有 用 で あ る 。

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-321499 A 2005.11.17



【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 用 い る パ ネ ル の 要 部 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 パ ネ ル の 電 極 配 列 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 使 用 す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ
イ 装 置 の 構 成 図
【 図 ４ （ ａ ） 】 表 示 階 調 と そ の 階 調 を 表 示 す る た め に 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合
わ せ を 示 す 図
【 図 ４ （ ｂ ） 】 表 示 階 調 と そ の 階 調 を 表 示 す る た め に 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合
わ せ を 示 す 図
【 図 ４ （ ｃ ） 】 表 示 階 調 と そ の 階 調 を 表 示 す る た め に 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合
わ せ を 示 す 図
【 図 ４ （ ｄ ） 】 表 示 階 調 と そ の 階 調 を 表 示 す る た め に 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合
わ せ を 示 す 図
【 図 ４ （ ｅ ） 】 表 示 階 調 と そ の 階 調 を 表 示 す る た め に 発 光 さ せ る サ ブ フ ィ ー ル ド の 組 み 合
わ せ を 示 す 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る パ ネ ル の 各 電 極 に 印 加 す る 駆 動 波 形 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 構 成 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 使 用 す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ
イ 装 置 の 構 成 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る パ ネ ル の 駆 動 方 法 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ 　 　 パ ネ ル
　 ２ 　 　 前 面 基 板
　 ３ 　 　 背 面 基 板
　 ４ 　 　 走 査 電 極
　 ５ 　 　 維 持 電 極
　 ９ 　 　 デ ー タ 電 極
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ （ ａ ） 】 【 図 ４ （ ｂ ） 】
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【 図 ４ （ ｃ ） 】 【 図 ４ （ ｄ ） 】

【 図 ４ （ ｅ ） 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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